


I1.本誌は､物性物理の研究 を共同で促進するため､研究者がそ0,研究

蕊

当

0別刷が乳用な場合は､投稿の際に所用部数を10部単位で申込んで

､下 さい｡原則 として､別刷代の校費による支払いの取扱いはいた

しません｡

購読規定

1.本誌は ｢物性研究購読会｣の会員にのみ配布 します.

2. ｢購読会｣の会員には個人会員､機関会員の別があ ります.会費を

個人が支払 うはあいを個人会員 とし､機関が支払 うぼあいを機関会負

とします｡

3.個人会員には入会の際､入会金 100円を納めていただきーまず｡退会

の際には入会金はお返 ししません｡機関会員は入会金を要 しません｡

4.会費は月額､個人会員 160円､機関会員 308円とします0

5.会費は前月中に前納 していただきます｡会費が前納 きれなかったと

し､会費を 2ケ月以上滞納 した会員は退会 した

みなします
｡
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Ii!巨∃ - Ei!

物 性小 委 見 会ー

7月 12日東大で会議､共同研究協議会に?いての核特委操案 (物性研究 2,

223) の討論 ,名古屋 シンJifジウムには宮原委員長 と飯田委員が参加O 物性研

に関するアンケー トの結果報告 ,その他 ｢大学における研究の拡充案｣ の学術

会議における審鼓経過 ,また ｢科学技術行政に関す る勧告案 (臨行詞科学技術

麓報告)｣に 対する学術会議の意見案の報告 などがあっ たo

墓 所 研 究 部 員 会

6月 2 9- 30日基節で会議､後期研究計画が決定 されたが､物性商係は短

期研究計画だけ :

O生体高分子浸おける電子状感 と核状意 (世話人 :寺本 ,鈴木 ,福留)

旅費 ･20万円 , 校費 3万円 .

o 不可逆過程の基礎論 (世話人 :中野 ,西川)

旅費 15万円 , 校費 3万円 .

他 に北京 シンポ ジウム ,ブラジルのシェーンベルク教授逮掃事件についての

報告 ･討論 .助手の公募 ,外人招樽 ,東大の大型計算機 ,共同研究協議会 など

について討論があった｡

人 の う ど き

△ 永富睦夫氏 (阪大基エ) : Notもingham Conference on ぬ gnetisn

に出際のため8月中旬より1ケ月の予定で渡英 され る｡なおこの会議には日

本か ら久保亮五氏 ,芳田 重民をほじ･め多勢が出席初審定 O

△ 巻 田春 治氏 (北大理) : 7月か ら理科大学 に移 られた｡

△ 宮原将平氏 (北大理) : 買際磁気会議に出席のため9月中渡英 され る｡

△ 東 正本杉氏 (東北大理) : 7月に渡米 された｡

住 所 Universiもy of Rochester,

Depも. of Physicsand･Astronomy #
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人出 うこき

△ Dr.Mc Cユure : 7月 30日仙台 を訪問 .東ゴヒ大物産逢論悉読会や ダ ･･･

ラファイ トの電子構準 について講演 の予定 O

掲 示 板

｢生体高分子の電子状感 と核状態｣の研究会参加者公募 .

十月下旬基礎物理学研究所において上記の題 目で短期研究会を行 います｡

本研究会は核 酸や蛋白質等生命現象において中心的役教 を果 してい る巨大分子

の機 能 の痕理的 な基礎 を追求するために これ ら生体高分 子の電子洗簸及 び核状

態 についてどのような問題があ り､ どのような方向で研究 していけばよいかを

討論することを目的 とします｡生体高分子の間題は これ蓬 の物性物理で あま り

取 り上 げられ なかつ.た新 しい箕の問題をは らんでいること_が予想 され ますが,

この分野で大 きな進歩 をな L/とげる為 にはこれ造物性物理 の間題 にダッチ Ljて ､

いなかった研究者 のフレッシュな頚髄 の参画が望ま れますO な∴お予算が限 られ

ていること､及びあま り多人数になっては会議のまとまりが悪･しなる等 のこと

が ございますので応募者全点 には出席 L/ていただけ ないこともあるJか も知れ ま

せんが､ その点御 了承下 さる棟お願 い します｡

締切 期 日 9月 30日､

申 込 先 京都大学基砕 物理学･研究所

福 留 秀 ･妊'

′
㍉

秦

野董
V

プレプ リン ト案内

o Equivalence among Fermi.on Symmetry-Mulもiplets and Choice

of もhe Symmetry Ciroup~for Strong Idもeractions(A.Simon

and二B.Viもale) 〔北大〕

o Basic Cc)ncepts in the 宜1ecもronic Spectra of-poユyatomic

LGolecules(Sadhan Basu)

■ -275-
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プレプ リン ト案内

. SpinWaves i:去 MnC)CM.一軒.･Collins)〔阪大永宮研〕

o LongPeriorlSuperlattice and Its Large Tetragonalj

Disもortion(H.Sato a.nd A.a.Toth)〔物性研芳田研〕

o Opticaユ Properもies of仔raphite(K.KobayashianriY.H.

‡Ghikawa)

Necessary Condition on theRadial I)istribution(i.Feenberよ)

〔物性研中嶋研〕

編 集 後 記

o 東京 の｢編集委員か ら､ ｢各大学院の学位論文 (博士 ,惨士)の要 旨 (又

は題 目) を掲載 しては如何 で しょうか｣ という提案 があ りま したo京都 の編

集局 として も提案 に賛成 です｡本人投稿のかたちを とらなけれ ばな らないで

しょうが､出来 るだけ全国的な ものにしたい と思 いますので御協力下 さい｡

C) 北大の編集委員か ら､ ｢物性研究｣の編集 を 1号 (或は数号 ?)担当 して

もよい とい う申 し出があ りました o 技術的に､ どの様 に具体化す るか を検討

中 です が､ ｢物性研究｣を個睦ある雑誌 として発展 させ る上 に良い方法 だ と

思 います｡御意見をお寄せ下 さい｡

物 性 研 究

第 2巻 第 5号

月&

<

*

"

行

刷

9ュ

発

印

20日発行

碓 井 橿 丸

隻 都議 京区逓 品 濃 1

発 行 所 聖 賢諸 盈 IF1品 583
坂 巻 京 都 5312
京都市 左京区 北白川 追分町
京都大学 落 川 記 念 館 内

-276-
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